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目 的 

 昨今の日本経済の低迷や産業構造の変化に伴い、

大学生の就職環境は依然として過酷であり、それ

とともに就職活動（以下、就活とする）ストレス

による精神的健康への悪影響が指摘されている

（北見・茂木・森，2009；松田・新井・佐藤，2010）
が，その解決あるいは予防について検討する研究

は多くない。本研究では，自己分析やエントリー

シート作成、会社訪問といった様々な課題に取り

組む就活過程で自己疑念や他者認知の偏り、現実

認知の歪みが生じ、それらの要因が非機能的に変

化することでストレスが増幅し，就活を阻害する

のではないかと予想した。こうした認知傾向を「就

職活動非機能的認知」と命名し，大学生の就職活

動における非機能的認知尺度の作成を試みた。 

方 法 

予備調査 就職活動経験者 15 名へのメール調査

および就職支援者 11 名への半構造化面接を通し

て得られた内容を心理学研究者ともにカテゴリー

分類を行い，内容の重複や概念の曖昧な項目を除

いた 30 項目を設定した。 

調査１ 2012 年 12 月に関東，北陸，中国地方在

住の大学生・大学院生および既卒者 641 名を対象

に，属性と 6 尺度（就職活動非機能的認知，情報

活用力，意欲的活動性，就職活動思考制御困難性，

積極的困難受容，ストレス反応）について授業時

間に一斉法での質問紙調査を行った。 
調査２ 調査 1 で得られた就職活動非機能的認知

21 項目を使用し，2013 年 7 月に就活中の大学生

（大学 4 年生および大学院 2 年生 100 名）と，既

卒生（30 歳以下）を対象に属性と 6 尺度（就職活

動非機能的認知，情報活用力，意欲的活動性，就

職活動思考制御困難性，積極的困難受容，ストレ

ス反応）で構成された Web 調査を行い，18 日後

に就職活動非機能的認知尺度のみ再調査した。 

結 果 

探索的因子分析 調査１の因子分析（主因子法，

プロマックス回転）の結果，3 因子 21 項目が抽出

された。第 1 因子「他者への過剰期待」は 9 項目

でα＝.85, 第 2 因子「就活へのとらわれ」は 8
項目でα＝.74，第 3 因子「根拠のない成功期待」

は 4 項目でα＝.75 となった。因子間相関は，弱

い相関が見られた（Table1 参照）。 

信頼性の検討 調査 2 の結果，1 回目の Web 調査

の信頼性係数は，α＝.91～.81，2 回目の再調査

の信頼性係数は，α＝.93～.86 であり，十分な信

頼性が得られた。 

考 察 

大学生の就活に対する非機能的認知の内容は，

a）厳しい就活に向かう自分自身に対して，家族

や友人など身近な周囲の援助者はもっと共感し，

協力，配慮してくれるべきであるという，周囲に

対する過剰な期待感，b）就活においては，内定

を勝ち取るためには，企業や採用担当者の気に入

るようなパフォーマンスを実現することが重要で

あり，そのためには就活に対して常に前向きでい

なければならないという，就活に対するとらわれ

感情，c）必ず自分を気に入ってくれる企業が存在

し，内定を勝ち取ったあとも自分に合った仕事に

就けるはずであるという就活の結果に対する根拠

のない強い期待感情（幻想）の 3 つで構成されて

いた。尺度の信頼性は確認できたが，さらに妥当

性の検討も必要である。また，今後，就職活動非

機能的認知の増大する条件，増大する者の特性と

の関連，ストレス反応への影響過程など，さらに

検討する必要がある。 

 

就職活動非機能的認知尺度の項目内容 1 2 3 平均 ＳＤ

第１因子＝他者への過剰期待　α＝.85 3.21 .67

家族は，私の就職活動がうまくいくように協力するべきだと思う .76 -.10 .07 3.19 0.94

教師は，就職活動の私の悩みを共感的に受け止めるべきだと思う .70 -.02 -.11 3.03 1.00

家族は，私の就職活動中の悩みを聞いてくれるべきだと思う .67 -.04 .02 3.36 0.98

キャリア支援者は，落ち込んでいる私の気持ちを受け止めるべきだと思う .67 .01 -.01 3.13 1.00

友人は，私の就職活動がうまくいくように協力するべきだと思う .64 -.08 .02 2.81 0.99

家族は，就職活動で疲れた自分に気づかいをしてくれるべきだと思う .61 -.08 .07 3.03 1.02

教師は，就職活動中の私に的確なアドバイスをするべきだと思う .55 .14 -.01 3.38 0.99

友人は，内定が決まっていない人への配慮をするべきだと思う .49 .05 .00 3.45 1.08

キャリア支援者は，専門家として私を指導してくれるべきだと思う .48 .18 -.04 3.59 0.95

第２因子＝就活へのとらわれ　α＝.74

私は，採用担当者に認められなければならないと思う -.05 .63 .04 3.95 0.90

私は，就職活動に勝つためのノウハウを知らなければならないと思う .08 .60 -.04 3.96 0.94

私は，エントリーシートには魅力的な文章を書かなければならないと思う .07 .55 .04 3.90 0.91

私は，採用担当者とうまくコミュニケーションが図らなければならないと思う -.09 .52 .09 4.23 0.72

私は，企業に対して，明るく元気な学生を演じなければならないと思う .09 .51 -.20 3.43 1.11

私は，体調が悪くても就職活動のために最善を尽くさなければならないと思う -.18 .50 .05 3.63 1.07

私は，面接官の期待以上のパフォーマンスをいつも目指す必要があると思う .05 .42 .05 3.30 1.01

私は，就職活動中，常に忍耐強くいなければならないと思う .01 .42 -.03 3.94 0.96

第３因子＝就活成功幻想　α＝.75

私は，自分に合う仕事が必ずあると思っている .02 -.02 .74 3.84 0.99

私は，自分を気に入ってくれる企業が必ずあるはずだと思う -.02 .08 .68 3.85 0.93

私は，自分に合った職場を見つけて働けるはずだと思っている -.06 -.10 .63 3.59 0.95

私は，頑張ればいつか必ず内定を勝ち取ることができるはずだと思う .15 .12 .53 3.86 0.96

因子間相関　1･2(.33),　1･3（.27）,　2･3（.21）

Table1　就職活動非機能的認知尺度の因子分析結果（主因司法・Promax回転）
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